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【学会記事1

ピー ター ・ク ラー ク教 授 特 別 講 演 会

ケ ンブ リ ッ ジ大 学 の現 代 イ ギ リ ス 政 治 史 教 授 で,経 済 学 者 の あ い だ で4tKeynesian

RevolutionintheMaking1924-1936,1991の 著 者 と し て 知 られ る ピー ター ・ク ラー ク

博 士(Dr.PeterClarke)が,1993年3月31日 に 来 訪 さ れ,同 日 午 後 特 別 講 義 室 で 講 演

会 が 催 さ れ た 。 演 題 は 「第 一 次 大 戦 前 後 の イ ギ リ ス 自 由 主 義 と 国 家 の 経 済 的 役 割 」 で

あ った が,教 授 の 提 供 さ れ た ア ブ ス トラ ク トが あ る の で,そ れ を 翻 訳 して 内 容 紹 介 に 代

え た い 。

「こ の 講 演 の テ ー マ は,"自 由 放 任 の終 焉"を 経 験 す る時 期 に りベ ラ ル な個 人 や 勢 力

が 国 家 の 役 割 に つ い て どの よ うな 観 念 を も っ て い た か と い う こ とで あ る 。 講 演 は まず,

19世 紀 末 に お け る極 小 国 家 に とっ て の"グ ラ ッ ドス トー ン的 ア ジ ェ ン ダ"を 説 明 す る こ

とか ら始 め られ る 。 そ の あ と,20世 紀 初 頭 の ニ ュ ー ・リベ ラ リズ ムが こ う した 見 方 に ど

の よ うに 挑 戦 した のか と い う問 題 を と りあ げ る 。 自 由 貿 易 の 教 義 へ の リベ ラ ル の 信 奉 に

は 変 わ りが な か っ た とい う こ とが 重 要 な 点 で あ る。 第 一 次 大 戦 の 後 に な っ て も,大 蔵 省

的 正 統 派 は,価 格 は フ レキ シ ブ ル で あ る と い う古 典 的 想 定 の う え に立 脚 して い た 。 そ こ

か ら金 本 位 制 へ の 復 帰 を 支 持 す る 立 場 が 出 て くる。 しか し,現 実 の 世 界 の な か で イギ リ

スが 直 面 して い た 実 際 的 な調 整 の 問 題 は,ケ イ ンズ を して ,代 替 的 な 政 策 を 定 式 化 さ せ

た 。1929年 に 自 由 党 が 公 共 事 業 につ い て の ケ イ ンズ の 提 案 を採 用 した と き,自 由 党 は,

一 見
,グ ラ ッ ドス トー ン的 伝 統 を 否 認 した よ う に見 えた 。 しか し,こ の 講 演 が 結 論 とす

る こ と は,経 済 政 策 上 の 変 化 は 外 見 ほ どに は根 本 的 な もの で は な く,20世 紀 の ケ イ ン.ズ

主 義 は19世 紀 の グ ラ ッ ドス トー ン主 義 ほ ど の堅 固 な イ デ オ ロ ギ ー 的 基 礎 を 欠 い て い た と

い う こ とで あ る 。」

討 論 で は 博 士 の 前 著LancashireandtheNewLiberalism,1971に か か わ る 専 門 的 な

事 柄 も議 論 され た が,こ の 報 告 記 事 の 筆 者 は ケ イ ンズ 主 義 も高 賃 金 → 有 効 需 要 と い う左

派 ケ イ ンズ 主 義 は 大 衆 的 基 礎 を 持 った ので はな い か と質 問 した 。 実 は 労 働 党 内 部 で の ケ

イ ンズ 主 義 の 受 容 の 問 題 は 博 士 の い ま 一 つ の研 究 テ ー マ で あ る。 ク ラ ー ク博 士 の よ う な

政 治 史 家 の仕 事 とふ れ あ う こ とに よ っ て,わ が 国 の 経 済 思 想 ・経 済 政 策 史研 究 が よ り リ

ア リス テ ィ ック な もの に な る こ と を願 って や ま な い 。 な お 博 士 の 来 日は,長 崎 大 学 教 養
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部の姫野順一教授が中心 になって企画され,

とを記 して関係者に感謝 したい。

日本学術振興会の招聘によって実現 したこ

(八木紀一郎)


